
式辞 

 

この度、イオン株式会社名誉会長相談役の岡田卓也様が三重大学名誉博士号の称号を取得されました

こと、ほんとうにおめでとうございます。三重大学を代表して、心からお祝い申し上げ、式辞を述べさ

せていただきます。なお、はなはだ恐縮ですが、以下の式辞におきましては岡田氏と呼ばせていただき

ます。  

 

岡田氏の大きなご功績の一つは、この地域の地場小売業を世界有数の大企業として育て上げると同時

に、環境保全活動および地域文化振興活動等の社会貢献活動にも注力され、我が国における企業の社会

的責任（CSR）の模範を示されたことであります。 

 

岡田氏の環境保全活動への取り組みの原点は、子供の頃を過ごされた四日市市で発生した四日市公害

の体験にあるとのことであります。岡田氏は平成元年「イオン 1%クラブ」、平成 3年に「（財）イオン環

境財団」を創設され、企業利益の一部を環境保全活動へ還元できる仕組みを創り、研究者や環境団体へ

も研究助成金や活動基金を助成することで、民間レベルの環境活動の活性化を支援されました。さらに、

国内ばかりではなく、アジアやアフリカ諸国において岡田さん自ら「いのちの木を植える」環境保全活

動などを展開し、国際的な環境活動にも貢献されました。 

 

  環境保全活動を通じた地域社会貢献の一例としては、宮川流域での植樹活動があげられます。宮川流

域は、平成 16年の台風 21号による集中豪雨の被害を受け、森林が荒廃されたままとなっていますが、

岡田氏自らのリーダーシップのもと、平成 17年から現在まで約 1500名の住民や子供と共に約 4000 本

の植樹をされました。また、この地域におけるレジ袋有料化の推進の中心的役割を「（財）イオン環境

財団」が担い、全スーパーが足並みを揃えてレジ袋有料化を実施した全国初の伊勢市（伊勢モデル）に

おいてリーダーシップを如何なく発揮されました。 

  

一方、岡田氏は環境保全活動とは別に昭和 54 年に「（財）岡田文化財団」を創設され、三重県立美術

館に 400 点以上の貴重な美術品を寄贈されるとともに、毎年 200件以上の地域分化の取り組みに対して

財政的支援を続けてこられました。岡田氏のこの地域の文化振興への貢献は、他に例を見ない極めて大

きなものであります。また、昭和 52年に発足した「ジャスコグループ社会福祉基金」は、全国の福祉

施設の重度心身障害者への福祉の向上をめざした寄付活動を続け、現在、イオングループ各社の加盟を

得て「イオン社会福祉基金」として運営されています。 

 

岡田氏は三重大学に対しても、「（財）イオン環境財団」を通じての本学教員の環境研究に対する助成

や、本学の学生を中心とした ISO14001認証に係る生協レジ袋有料化活動へのアドバイスなど、環境教

育にも寄与したことがあげられます。また、本学教員の地域文化活動に対して「（財）岡田文化財団」

を通じて支援をされました。また、平成 16年の国立大学の法人化に際して設置された三重大学経営協

議会の外部委員に、イオン株式会社の有能な関係者を推薦していただき、本学の経営にもご協力いただ

きました。 

 

以上のように，岡田氏は、「企業の社会的責任」の観点から、我が国における模範を示されるととも

に、この地域の学術文化の振興と地域社会の発展、そして環境活動の活性化に多大の功績をあげられ、



また、本学の教育研究や経営にもご協力いただき、本学名誉博士号の称号授与者第一号として、もっと

もふさわしい方であると存じます。 

 

また、本日ただいまより、名誉博士号授与を記念してご講演をいただきますが、その題目は「企業の

社会的責任」というもので、これは、まさに時機を得たタイトルであり、また、岡田氏の経営哲学の総

決算ともいうべきテーマであると存じます。 

 

特に、今回の講演に際しての岡田氏のご希望は、三重大学の学生に聞いていただきたいとのことであ

りました。本学では平成 16年の国立大学法人化後、教職員と学生が力を合わせて環境活動に取り組み

ました。とりわけ学生たちの環境活動への取り組みは目覚ましく、環境 ISO 学生委員会の諸君が中心と

なって全学的な環境活動を展開し、平成 19年に ISO14001 の認証取得、ならびに第 10 回環境コミュニ

ケーション大賞での優秀賞獲得、そして平成 20 年の「容器包装３Ｒ推進環境大臣賞」での優秀賞獲得

に結びつきました。本日、学生たちは、日ごろから尊敬している岡田さんのお話をたいへん楽しみにし

ており、また、本日岡田氏に、学生たちが日ごろ行っている環境活動をぜひ見ていただきたいと、一生

懸命展示を準備いたしました。岡田氏には、ご講演終了後に学生たちに直接会っていただき、ご助言を

賜れば、学生にとりまして、この上ない励みになると存じます。 

 

岡田卓也様には、今後ますますご健康に留意され、「企業の社会的責任」の観点から、引き続き末長

く我が国のリーダーとしてご活躍されることをお祈りし、お祝いの言葉とさせていただきます。  
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